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第 回

安
芸
高
田
市
「
未
給
水
区
域
」
の
解
消
に
挑
戦

　

水
道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
私
た
ち
市
民

の
生
命
や
日
常
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
文
化

的
生
活
を
営
む
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

大
切
な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
水
の
供
給
は
、

自
己
水
源
で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
、
持
続
可
能

な
水
道
事
業
経
営
を
確
立
し
、
普
及
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
行
政
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。　

　

本
市
の
水
道
事
業
は
「
水
道
事
業
」「
簡
易
水

道
事
業
」「
飲
料
水
供
給
事
業
」
に
よ
り
実
施
し
、

平
成
27
年
4
月
現
在
に
お
け
る
整
備
率
は
（
整
備

区
域
内
人
口
÷
安
芸
高
田
市
人
口
）
85
・
8
％
、

普
及
率
は
（
給
水
人
口
÷
安
芸
高
田
市
人
口
）

75
・
3
％
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
水
道
普

及
率
97
・
7
％
、
広
島
県
水
道
普
及
率
94
・
2
％

と
比
較
す
る
と
大
変
低
い
状
況
で
す
が
、
全
国
的

に
も
中
山
間
地
域
で
は
普
及
率
が
低
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
に
は
、
美
土
里
町
（
生
田
・
桑
田
・

本
郷
・
北
・
横
田
）、
高
宮
町
（
川
根
・
船
木
・
佐
々

部
・
羽
佐
竹
・
房
後
・
来
女
木
・
原
田
）、
吉
田

町
（
相
合
の
印
内
地
区
）、甲
田
町
（
深
瀬
・
浅
塚
）

の
地
域
の
一
部
で
は
、
水
道
の
未
給
水
区
域
が
存

在
し
、
約
４
、
３
０
０
人
の
市
民
の
み
な
さ
ま
が

生
活
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
は
、合
併
当
初
、水
利
権
獲
得
・

水
源
不
足
等
に
よ
り
水
道
整
備
を
や
む
な
く
あ
き

ら
め
た
地
域
で
あ
り
、そ
の
代
替
え
と
し
て
、ボ
ー

リ
ン
グ
等
の
費
用
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
未
整
備
地
域
に
お
い
て
も
、
町
境

を
ま
た
い
だ
水
道
水
の
転
用
、
た
め
池
の
有
効
活

用
、
中
道
水
等
の
事
業
展
開
を
図
り
、
未
給
水
区

域
の
解
消
は
行
政
責
務
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
の
簡
易
水
道
事
業

の
補
助
制
度
が
見
直
さ
れ
、
平
成
28
年
度
末
を
目

途
に
水
道
3
事
業
を
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
水
道
事
業
の
効
率
化
は
無
論
の
こ
と
、
水
利

権
・
水
源
の
運
用
が
可
能
と
な
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

　

本
市
で
は
国
の
動
向
を
見
据
え
先
行
し
て
事
業

を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
事
業
は
、
平

成
25
年
度
か
ら
の
水
道
事
業
の
包
括
民
間
委
託
と

併
せ
、
既
存
水
利
権
、
農
業
た
め
池
等
、
各
町
の

必
要
水
利
の
実
態
調
査
を
実
施
。
ま
た
ハ
ー
ド
事

業
は
、平
成
25
年
度
か
ら
甲
田
町
上
小
原
（
山
田
）

で
の
水
道
事
業
、
美
土
里
町
横
田
地
区
で
の
簡
易

水
道
事
業
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
、
将
来
水
道
水
を

有
効
供
給
す
る
た
め
に
区
域
間
の
連
結
管
路
の
埋

設
整
備
で
あ
り
、
吉
田
～
美
土
里
～
高
宮
間
は
す

で
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
～
八
千
代

間
、
吉
田
～
甲
田
間
、
甲
田
～
向
原
間
に
つ
い
て

も
検
討
中
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
3
事

業
統
合
後
に
は
早
急
に
各
給
水
区
域
間
の
連
結
が

必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
持
続
可
能
な
水
道
事
業
経
営
の
も
と

で
、
未
給
水
区
域
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
等
に
よ
る
、
事
業
の
あ
る
べ
き

方
向
性
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
費
用
に
見
合
っ

た
料
金
設
定
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
行

政
は
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
民
間
委
託
等
で
生

じ
た
余
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
水
の
供
給
に
向
け
、

「
未
給
水
区
域
」の
解
消
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

84

中
なか

元
もと

　寿
とし

文
ふみ

さん

担当地区：美土里町（岩倉、宝前、原、寺川、戌谷、
矢賀上、矢賀下）

※民生委員・児童委員には、安芸高田市生活指導員を
委嘱しています。

全国人権擁護委員連合会長表彰　

柳
やな

川
がわ

　淑
よし

子
こ

さん（八千代町）

人権擁護委員表彰民生委員・児童委員が変更とな
りました（任期：平成28年11月30日まで）

平成27年7月1日委嘱
正
しょう

田
だ

　俊
しゅん

郎
ろう

さん（吉田町・新任）
毛
もう

利
り

　宣
のぶ

生
お

さん（美土里町・再任）
辻
つじ

駒
こま

　康
やす

博
ひろ

さん（高宮町・再任）
宮
みや

木
き

　雅
まさ

之
ゆき

さん（高宮町・新任）
中
なか

土
ど

居
い

　博
ひろ

臣
おみ

さん（高宮町・新任）
土
ど

肥
ひ

元
もと

　康
やす

成
なり

さん（向原町・新任）

人権擁護委員に委嘱されました

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
割
合
は
、
こ
れ
ま
で
1
割
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
27
年
8
月
利
用
分
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
方
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
割
合
が
2
割
に
な
り
ま
す
。
現
在
介
護
認
定
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
7
月
の
下
旬
か
ら
順
次
「
介
護
保
険
負
担　

割
合
証
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

 

◆
負
担
割
合
が
2
割
と
な
る
方

65
歳
以
上
の
方
で
、
合
計
所
得
金
額
（
※
1
）
が
１
６
０
万
円
以
上
あ
り
、
か
つ
実

際
の
年
金
収
入
と
「
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
（
※
2
）」
の
合
計
が
、
単
身
の
場
合

２
８
０
万
円
以
上
、
同
世
帯
（
※
3
）
に
65
歳
以

上
の
方
が
お
ら
れ
る
場
合
は
合
わ
せ
て
３
４
６
万

円
以
上
と
な
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
※
1
）
収
入
か
ら
公
的
年
金
等
控
除
や
給
与
所
得
控
除
、
必

要
経
費
を
控
除
し
た
後
で
、
基
礎
控
除
や
人
的
控
除
等

の
控
除
を
す
る
前
の
所
得
金
額
を
い
い
ま
す
。

（
※
2
）
合
計
所
得
金
額
か
ら
、
年
金
の
雑
所
得
を
除
い
た
所

得
金
額
を
い
い
ま
す
。

（
※
3
）
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯
を
指
し
ま
す
。

 

◆
高
額
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
払
っ
た
と
き

1
か
月
の
間
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
支　

払
っ
た
自
己
負
担
額
が
一
定
の
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
定

の
額
を
「
自
己
負
担
限
度
額
」
と
い
い
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

す
こ
や
か
介
護	

　【
一
定
以
上
所
得
の
あ
る
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
時
の
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
す
】

高
齢
者
福
祉
課
☎
47
‐
１
２
８
１

所得区分 自己負担限度額
（月額）

 現役並み所得相当（※ 4）	 44,400 円（世帯）
 一般（市県民税課税世帯 37,200 円（世帯）
 市県民税非課税世帯 34,600 円（世帯）

年金収入 80 万円以下他（※ 5） 15,000 円（個人）

（※ 4）住民税課税所得が 145 万円以上で、かつ同一世帯内の第 1
号被保険者の収入が、1人のみの場合 383 万円以上、2人以上の
場合 520 万円以上ある方をいいます。
（※ 5）年金収入 80 万円以下である場合のほか、老齢福祉年金受
給者、生活保護受給者である場合が含まれます。

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

44件

2人

57人

55件

0人

88人

－11人

＋2人

－31人

死 者 数

負傷者数

H27.6末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

交通死亡事故発生
日時　６月22日（月）午前8時40分頃
場所　甲田町高田原　県道　世羅甲田線
状況　ゆるやかなカーブの道路で、普通乗用車と中型

貨物自動車が正面衝突し、普通乗用自動車を運
転中の62歳男性が死亡

☆広島県警では、「年間交通事故死者数90人以下」の達成に向けて
「なくそう交通死亡事故・アンダー 90作戦」をキャッチフレー
ズに交通死亡事故抑止に向けた取組を展開しています。
　～　皆　様　の　ご　協　力　を　お　願　い　し　ま　す　～

　広島県警察では県民の期待と信頼に応えるため、県民を守る人材を広く求めています。

■資格

　平成28年３月に大学卒業見込の方はもちろん、既卒者、社会人経験者も

受験可能です。今回は高校3年生も受験ができます。

■受付期間

　7月3日(金) ～ 8月28日(金)　　

警察官募集　～人を守る仕事を一生の仕事に～

○管内交通事故の特徴（6月）
・脇見による追突事故（信号待ち）
・交差点における出会い頭事故
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